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第 8回  今後の介護人材養成の在 り方 に関す る検討会議事録

1.日 時 :平 成 22年 12月 22日 (水 )10:00～ 12:00

2 場所 :航 空会館 7階 大ホー ル

3 議 事

(1)「 今後の介護 人材養 成の在 り方について」(骨 子案 )に ついて

(2)そ の他

4 議 事 の内容

○駒村委員長 定刻になりましたので、ただしヽまより、第 8回 「今後の介護人材養成め在
り方に関する検討会」を開催いたします。

委員の先生方におかれま しては、御多用のところ御出席いただきま して、大変ありがと

うございます。

まず、本 日の委員の出欠状況について、事務局より御報告 をお願いいた します。

○事務局 本 日は、馬袋委員が御欠席ということでございます。なお、藤井委員について
は、少々遅れているということでございます。また、川原委員の代理といた しま して、全

国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会の宮島副代表に、平川委員の代理 といた しま して、

介護老人保健施設グリー ンガーデン橋本の光山理事長に、桝田委員の代理といた しま して、

公益社団法人全国老人福祉施設協議会の本永介護保険委員会嘉J委 員長にお越 しいただいて

おります。

なお、宮島委員代理におかれましては、11時 半 ごろに退席予定ということで 1司 つており

ます。

続 きま して、本 日の配付資料の確認をさせていただきます。本 日は、資料 1か ら資料 4、

参考資料及び北村委員提出資料 を配付させていただいております。欠けている資料がござ

いま した ら、事務局までお申出 ください。

なお、机上のファイルは前回までの資料でございます。乱丁落丁 ございましたら、併せ

て事務局までお申出 ください。

以上です。

○駒村委員長 それでは、議事 に入 りたいと思います。本 日の議事は、「今後の介護人材養
成の在 り方について」(育子案 )に ついて議論 したいと存 じます。

それでは、議事についての資料に関する説明を事務局よりお願いいた します。



○泉福祉人材確保対策室長 それでは、資料の説明をさせていただきたいと存 じます。

まず、資料 1で ございます。「今後の介護人材養成の在 り方について」ということで、こ

の検討会においておまとめいただ く報告書の骨子を、事務局において案として作成 させて

いただきま した。おおむね、これまでの議論をまとめる形で作成いた してお りますが、一

部、本 日改めて御議論いただきたい点にっきましては、資料 2と 資料 3に Bllに して論点 と

して掲 げさせていただいております。 llFを 追つて説明させていただきます。

まず、資料 1で す。¬ページ、「は じめに」は報告書の段階で書かせていただ くといた し

ま して、Ⅱか ら骨子 を書かせていただきま した。「介護人材 を取 り巻 く状況」で ございます。

ここでは背景 となる数字を拾つております。平成 20年 の介護職員は約 128万 人。また、将

来の見込み としては平成 37年 に約 212～ 255万 人と書いてございます。

介護福祉士につきましては、平成 20年 は (406万 人)人 が働いている。ここ数年は 4

～ 5万 人程度増加 しているという状況にございます。介護分野以外で働 く介護福祉士ある

いは資格を持ちなが らも就業 していらつしゃらない介護福祉士の方もいらっしゃつて、登

録者数全体で約 80万 人という状況にございます。

一方で、労働力人口が減少するとい うことがあ り、また、近年の労働市場におきま して

は有効求人倍率が急上昇 し、その後、低下するという状況をたどつております。

しか し、中長期的には上記のような需給状況か ら、人材難の傾向が続 くということで、

人材確保対策を講 じていくことが重要 と書かせていただいています。        .

介護職員に占める介護福祉士の割合の 目安につきま しては、後ほど資料 3で 御紹介 申 し

上げます。

1ペ ー ジの下の方、「介護人材の養成体系について」。これは、今まで御議論いただいた

内容をなぞる形で整理 してお ります。

毎年 5～ 7万 人の介護織員の確保の必要性、介護職員を安定的に確保 してい くためには、

介護の世界で生涯働 き続けることができるという展望を持てるようなキヤリアパスの整備

が必要 と書いてございます。

多様な経歴の方々が介護の仕事へ参入できる間口を維持 しながら、段階的な技能形成、

キヤリアアツプを可能にすることが必要とまとめてございます。また、キャリア形成に応

じた適切な評価をしていくよう、報酬面での担保をして いくことが必要と書いてございま

す。 ′
キャリアパスの全体像につきまして、 2ペ ージに書いてございます。現在、キヤリアパ

スにおきましてはさまざまな研修・資格がございます。一方で、ホームヘルバーは訪間介

護等の在宅サービスを念頭に置いている。介護職員基礎研修と介護福祉士は在宅・施設を

問わない資格としており、それぞれ十分に連動した関係とはなっていないということでご

ざいます。また、介護福祉士資格取得後のキヤリアパスについては、現在のところ、十分

な仕組みがないという状況でございます。

そこで、①～③までに分けまして、介護福祉士資格の取得段階を整理してみました。



①介護職への入職段階。基本的な介護業務を実践する能力が求められる入職段階であり
「初任者研修」 を通 じてそのような能力を修得することが必要 としてございます。

② は、一定の実務経験か ら介護福祉士資格取得をした段階と,い うことで、この段階にお

きま しては、利用者の状態像に応 じた介護、医療職 との連携を行うための幅広い領域の知

識・技術を修得す るとしてございます。これは当然のことなが ら、
1介
護福祉士資格の取得

者に期待 される能力ということになろうか と存 じます。

③ ですが、介護福祉士資格取得後、更に一定の実務経験後ということで、この検討会に

おいては、仮称でございますが、認定介護福祉士という形で紹介させていただいた内容を

書いて ございます。養成課程で修得 した知識・技術を、実務経験を通 じて確固たるものと

した上 で、多様 な生活障害を持つ利用者に質の高い介護を実践 し、介護チームの中でキー

パー ソンとなるという整理をしてございます。

3ペ ー ジでございますが、介護福祉士に至るまでの養成体系の在 り方について詳 しく書
いて ございます。

まず① ですが、ホームヘルパー、介護職員基礎研修、それか ら、 6月 の研修 というふ う

に言 つてお りま したが、この骨子案では「実務者研修」という仮称を置かせていただいて

おりま して、その実務者研修の関係については、後ほど資料 2で 御議論のための資料を紹

介させていただきます。

② としま して、実務者研修の見直 し。19年 改正で、実務者研修 (6ヶ 月研修 )の 受講が

義務 づけられたわ けですけれ ども、一方で、この研修についてはさまざまな御議論がある

ところでございます。研修時間を具体的に悔時りとすべきかについては、後ほど資料 2の

方で御議論のための議論を紹介させていただきます。

それか ら医療的ケアの点、介護福祉士に至るまでの養成体系の在 り方の抜本的な見直 し

と具体化、更に十分な研修受講策を講 じる必要がある。また、十分な広報体制が必要であ

るといつたことか ら、施行に際 して一定の準備期間が必要と考 えております。

「そのため」 ということでございますが、受験要件としての 6か 月間の実務者研修の修

了義務化の施行時期を 3年 間延期 し、平成 27年 度とするという案をださせていただいてお

ります。なお、施行は 27年 度といた しま しても、実務者研修 自体は無理な く受講ができる

ように、できるだけ速やかに実施 されることが望ま しいということも併せて書かせていた

だいてお ります。

それか ら、実務者研修は数年間かけて少 しずつ修了すればよい。また、通信教育の積極

的な活用もうた つてお ります。更に、身近な地域で研修受講できる環境の整備、過去の研

修受講の評価、研修受講費用の支援、また、人員確保に対する支援など、さまざまな受講

支援策についてもうたってお ります。介護職員や事業者の皆様に対する積極的な情報発信

についても書いて ございます。

4ペ ージ、介護福祉士資格取得後につきま してです。現在の ところ、介護福祉士資格取

得後の展望を持てるようなキャリアパスの仕組みが十分でないという認識の下に、介護福



祉士資格取得後、一定の実務経験を経て、幅広い知識・技術を身につけ、質の高い介護 を

行い、他の介護職員を指導できるレベルに達 した介護福祉士を職能団体が主役 となって認

定する仕組み、仮称でございますが、認定介護福祉士を設けていくことが必要 としてござ

います。

その上で、認定介護福祉士の運用状況、また、研究成果などを踏まえま して、特定分野

により深化 した専門的知識・技術を持つ介護福祉士の養成等の在 り方を検討 してい くこと

が適当としてお ります。

この認定介護福祉士の具体化に向けた検討は、職能団体が主役 となつて行 つてはどうか。

更に、その検討段階か ら関係団体や学識経験者の参画を求める。また、現場の方々の意見

も十分に聞 くということで、十分に現場で機能する仕組みにすることが必要 として ござい

ます。当然の ことなが ら、すべての介護福祉士を対象 とすることを前提に してはどうか と

書いてございます。

また、広報の件、処遇の件、福祉人材確保指針への位置づけ、研修内容についての不断

の見直 し、また、認定すること自体を更新制 としてい くことについても検討すべき、とい

うことを書いてございます。

Ⅳ、関係者への丁寧な説明のところです :こ の検討会でもさまざま御指摘がありま した

けれ ども、研修の必要性・内容・目的などについて丁寧な説明が必要ではないかというこ

とを書かせていただいております。

更に、養成施設卒業者に対する国家試験の義務づけでございますが、今後、介護福祉士

の養成カ リキュラムに医療的ケアの内容を追加することになる等の課題もあ り、一定の検

討が必要 とい うことであります。

このような点を考えると、実務者研修の施行時期を 27年 度に延期することに併せて、介

護福祉士養成施設卒業者に対する義務づけについても、平成 27年 度まで延期することが適

当とい うまとめをしております。

以上が、今までの議論を踏まえた骨子案の内容でございます。

一方で、今 日の場において更に御議論いただきたい点がございますので、それを資料 2

と 3で まとめ させていただいてお ります。

資料 2か らご らんいただきたいと思います。まず、 1ペ ージの (1)は 養成体系の全体

像でございます。各段階に求め られる役割を明確に してい くことが適当としてございます。

(2)で すが、介護福祉士に至るまでのキヤリアパスと研修につきま して、ホームヘル

バー と介護職員基礎研修の扱いについて論点として挙げております。

ホームヘルバー 2級 相当の研修は、「介護職員としての導入的な研修」、いわば初任者研

修とい う位置づけとしてはどうか、研修内容につきま しては、在宅・施設 を問わず、介護

職員として働いてい く上で基本となる知識・技術を修得できる導入的研修 となるよう、今

後、見直 してい くことが必要ではないかとしてございます。ホームヘルパー 1級 について

は、24年 度に介護職員基礎研修と一本化されることが予定されてお ります 6



②は介護職員基礎研修です。後の課題とも関連いた し́ますけれども、養成体系を簡素で

わかりやすいものとする観点から、既に介護職員基礎研修を修了した方々に対する十分な

配慮は必要でございますが、実務者研修の施行に合わせて、介護職員基礎研修と実務者研

修とを一本化してはどうかということで挙げさせていただきました。

2ペ ージロでございます。従来、「600時 間課程」と言われたり、あるいは、この検討会

における資料では「 6月 の研修」とさせていただいたものですが、 6月 (ろ くつき)と い

うと6月 (ろ くがつ)研 修というら、うに間違われやすいこともあり、この場では改めて、
実務者研修という仮称をつけ、「6ヶ 月研修」と括弧書きをさせていただきました。従来話

題にしていたものと同じものでございます。

上か ら説 明 して まい ります。 19年 改正では、認知症高齢者 の増加、あるいは「措置」か

ら「契約」 への変更、成年後見 ・権利擁護への対応 、介護福祉士に新 しい役割が求め られ

る とい う認識の下 、実務経験 だ けでは十分 に修得で きな い知識 ・技術 を身 につ けることが

必要 とい うことか ら、 6ヶ 月間の研修 の受講が義務 づけ られ た とい うことで ございます。

この実務者研修におきま しては、「幅広い利用者に対 して、基本的な介護 を提供できる能

力を修得する」 という、 2年 以上の養成課程における教育止の到達 目標と同様の水準に至リ

達することを目指 しているところでございます。

その一方で、本検討会で実施 した各種の調査、資格取得方法の見直 しに関す る意見に関

する調査、あるいは、この検討会の場に現場職員の方々においでいただき ヒァ リングを実

施 させていただいたところですが、継続的な自己啓発、研修の必要性とい うのは皆様お感

じです けれ ども、実務者研修の 目的・内容については、理解はまだ十分に浸透 していない。

「研修時間が長過 ぎる」という負担感 をお感 じになっている方々が多いという状況でござ

います。

このような状況におきま しては、介護職員の方々の、介護福祉士への資格 を目指そうと

いう意欲 を減少 させないような配慮が必要ではないかと書かせていただいてお ります。

社会福祉制度や医学的な知識につきま しては、実務経験だけでは十分に修得できないけ

れ ども、利用者や家族とのコミュニケーシ ョン、あるいは信頼関係の構築につきま しては、

実務経験 を通 じて こそ身につ くという意見もございます。

こうした点を踏まえまして、幅広い利用者に対 して、基本的な介護を提供できる能力を

修得す るために必要な研修内容を確保するという考え方は維持 しなが ら、実務経験 を通 じ

て修得できる知識・技術を改めて検討・整理 し、実務者研修、従来 600時 間、あるいは 6

月研修 と言 つてお りま したこの研修の時間数を、450時 間程度としてはどうかとしてござ

います。

また、実務者研修の施行に併せま して、現場で働きながらでも研修を受講 しやすい環境

を整備 していくべきという御意見は、この検討会で多くいただいておりま した。また、実

務者研修の趣旨・目的、支援策の内容について法律上は 6月 以上 と規定されてお りますが、

数年かけて研修 を終えることも可能であることなどを現場に伝えていくべ きではないか、



とまとめてお ります。

研修支援策の例につきましては、通信教育の活用、身近な地域において研修受講 を可能

とする、過去に受けた研修受講をきちんと評価 していく、受講者の費用負担の軽減に対す

る支援、事業者において代替職員の確保に支障を来すところも予想 され
。ますので、そうし

た事業者への支援 ということが支援策として考えられるということで、例 として掲げさせ

ていただいてお ります。

後 ろに付いてお ります資料、 3ペ ージロは三角形の図でございますが、これは従来か ら

の図でございます。 4～ 11ペ ージも従来 と変わ らない資料でございます。

資料 2の 12ペ ー ジですが、6月 研修の教育カ リキユラムのイメージを掲げさせていただ

いてお ります。基本的には 1,800時 間課程 とメニューは同じということを考 えてお ります

が、 1点 だけ、医療的ケアにつきましては、今回新たに入つてくる医療分野にな りますの

で、医療的ケアに関することを追加 してお ります。 トータルでは 45o時 間程度が適当では

ないかと考 えているところでございます。

13ペ ージですが、実務経験のある方が新たに学習するときの負担を懸念される声が大変

多うございました。そのため、仮にスクーリングを45時 間とした場合にはどのようなこと

になるかということを絵にしてみたものでございますcス クーリングの時間数が 45時 間と

仮定した場合におきましては、通学が 1年 で修了するとした場合におきましては、通学は

2か 月に 1回 程度、通信学習時間が 8時 間程度ですが、週 1回 を 4時 間、週 4回 を 1時 FE5

というモデルケースが考えられるのではないかということで図に してみたものでございま

す。

ホームヘルパー 2級 取得者の場合は、当然のことなが ら、その分が免除されることにな

りますので、もう少 し短い時間の学習時間で済むことになるかと思います。そういつたイ

メー ジを 13ペ ー ジで出させていただきま した。

資料 3、「介護職員に占める介護福祉士の害1合 について」でございます。論点に書いてあ

るとお りですが、質の高い介護サー ビスを提供 していく観点か らは、介護職員に占める介

護福祉士の割合は高い方が望ま しいというのは、言 うまでもないことでございます。一方、

今後更なる高齢化が進んでい く中で、現在の倍程度の介護職員が 2025年 には必要になると

いうことで ございます。

そ うした ことか ら、質の高い介護サー ビスの提供 と、介護職員の確保 という 2つ の 目的

を両立 させてい く観点から、介護職員に占め る介護福祉士の割合について、どの程度の水

準を目安 とすべ きか という点でございます。例えば、 5割 以上というのが 目安としてもあ

り得るか どうか というところでございますが、少 し基礎情報に関する資料の御紹介を申 し

上げたいと思います。

2ペ ージロは、今までの介護福祉士登録者の推移でございます。22年 度の 9月 末におき

ま しては 89万 8,429人 の登録 をいただいてお ります。

3ペ ージロ、平成 20年 におきま しては、介護職員の うち介護福祉士の割合は、施設・在



宅合わせます と 317%ま で来てお ります。
4ペ ージロは、その 3ペ ージの図を施設と在宅に分けて見た図ですが、左側が施設サー

ビス。施設サー ビスにおきま しては、既に介護職員の うち介護福祉士の害1合 は 44%ま で来

てお ります。一方、居宅サー ビスにつきま しては、最近、急速に介護福祉士割合が伸びて

きてお りますけれ ども、27%程 度 という状況にございます。

5ペ ージロは介護の担い手と介護職員の見通 しでございます。労働力人口が今後減 って

い くことが予想 される中で、必要とされる介護職員の数は増えてい〈とい うこと。 このこ

とを考 えて どう考えるかということでございます。

6ペ ージロ、介護職員と介護福祉士の状況です。あくまで機械的な計算にすぎないわけ

ですけれ ども、介護職員に占める介護福祉士の割合ですが、平成 16年 か ら 27年 度まで平

均値 47万 人で機械的に増加 していった場合には、介護福祉士の割合はこのように伸ばす
ことが可能になるという図でございます。あくまでも機械的な試算でございます。

7ペ ージロですが、有効求人倍率と失業率の動向でございます。有効求人倍率 と失業率

の関係 につきま しては相反する関係にあるわけですが、左側は、有効求人倍率 (介 護分野 )

と失業率の関係について折れ線グラフで示 したものでございます。右側 |よ 、有効求人倍率

と失業率の 20年 ～22年 の関係で、足元では有効求人倍率が 114ま で下が りま したが、123

まで上がってきつつあるという状況にございます。

8ペ ージロ、都道府県ごとに見ると、非常に大きな差があることが見てとれるかと存 じ

ます。基本的には介護関係職種の有効求人倍率は地方よりも都市部において高 しヽわ けです

が、東北、北海道、九り11、 沖縄につきま しては 1.0を 下回つている場合が多いということ

でございます。

9ペ ージロは、離職率・入職率の状況でございます。入職率 と離職率を比べてみますと、

全産業で比べた場合、入職率は介護職員の方が圧 1割 的に高いことが見えるということであ

ります。

10ペ ージロ、介護労働者の属性ですけれ ども、女性が多い、あるいは非正規雇用が多い

とい う状況 を見てとれます。介護職員の方々の状況はそのようになつています。

11ペ ージロですけれども、年齢層を見てみます と、介護職員と訪問介議員を比較いた し

ます と、訪問介護、ヘルパーの皆様の方が年齢層が高い傾向にあります。また、介護労働

者が保有す る資格男1の 年齢構成を見ます と、介護福祉士の取得者は 20代 ～30代 の方々が

非常に多いけれ ども、ヘルパー 2級 の取得者については 50代 ～60代 の方々が多いという

状況で ございます。

賃金の関係については、12ペ ージ、13ペ ージにございますが、省略させていただきます。

14ペ ージロ、介護労働者の保有資格別賃金でございます。勤続年数と平均年齢の要素の

違いが ございま して、単純な比較はできませんけれ ども、介護福祉士の平均月給は、ホー

ムヘルパー 2級 取得者よりも 26万 円程度高いという結果が出ております。

更に 15ペ ー ジロです。ホームヘルパーの平均年齢は大体 40代 前半で推移 しております



けれ ども、近年、少 し上昇傾向にあるということが言えるかと思います。また一方で、勤

続年数につきま しては 4～ 5年 程度で推移 してお ります。

福祉施設の介護職員の皆様におきま しては、平均年齢 35歳 程度で推移 してまい りま した

が、平成 21年 には 37.6歳 ということで上昇を見ております。一方で勤続年数は 5年 程度

で推移 してお りますので、それから推測 しますと、もしかすると入職 され る方 々の年齢が

上がつた可能性があるということが言えるかと存 じます。

16ペ ージロ、現在、ホームヘルパー 2級 を持 つていらっしやる方が介護福祉士を目指 し

ていただ くことが重要になるわけですけれ ども、ホームヘルパー 2級 取得者の方々の介護

福祉士の資格取得の御意向でございます。下の円グラフをごらんいただきます と、資格取

得の予定がないという方は半数以上にのぼつてお ります。そ して、介護福祉士 を取得 しな

い理由というところで、「自分の年齢を考えると必要性を感 じない」と回答 した方が 1害1以

上にのほつているという状況がございます。

最後、17ペ ージロでございますが、介護労働者の保有資格でございます。介護労働者の

資格取得の状況を見ますと、勤続年数 20年 ぐらいまでは、勤続年数が長 くなるほど資格取

得の割合が高 くなる傾向がございま して、 10年 以上 20年 未満の方々につしヽて見ます と、

約半数の方々が介護福祉士資格を取得 しているという状況があります。こうしたことを踏

まえて、介護労働者の中で、当面、どれ ぐらいの介護福祉士の方がいらっしゃることを目

安とすべきか ということで、資料を用意 させていただきま したも

長 くな りま したが、ありがとうございま した。

○駒村委員長 資料の御説明、ありがとうございま した。

それでは、「今後の介護人材養成の在 り方について (骨 子案 )」 について議論 したいと存

じます。まずは資料 1と 資料 2、 この 2つ の内容につきま して、各委員の御認識、お考え

を御発言いただきたいと思います。よろしくお願いいた します。

石橋委員、お願いいた します。

○石橋委員 骨子案と資料 2に ついての御意見を申し上げたいと思います。

これは、前か ら申し上げてお りますけれ ども、平成 19年 の社会福祉士及び介護福祉士の

法律改正の意義というのは、今、求め られてお ります、多様で高度な介護二一ズに対応で

きる介護福祉士を養成するために、基本的には「量から質」への転換を図ることが一番大

きな目的だつたと思つてお ります。併せて、介護福祉士の資格を、ほかの専門職 と同等の

資格となるように評価を高めるためということでもあり、法律改正は当然必要だつたと思

ってお ります。また、そのことを通 じて介護職員の待遇の改善を図ることに したと思つて

おります。そのために、介護福祉士の定義規定や義務規定、資格取得方法の一元化が行わ

れることになつたわけでございます。

そのときに教育内容についての見直しも行われておりました。資格取得時の至1達 目標に

達成するためには、少なくとも 1,800時 間は必要ということになりまして、これをすがて

の人たちに受けていただくのが当然だと思いますが、そうは言いながらも、実務経験コー



スの方たちに対 しては、実務経験 3年 等を配慮 してカリキュラムの見直 しも行われ ている

わけで ございます。当然、1,800時 間と同等 となることが前提で 3年 間の実務経験 を配慮

しても最低限 6か 月以上 600時 間の課程が必要だということであ り、その当時は皆 さんも

そのように認識 されたと思っております。そのようなことを踏まえれば、これも何回も申

し上 げてお りますけれ ども、介護福祉士の資格取得方法の一元化については、いろいろ理

由があるかもわか りませんけれども、予定どおり、24年 度に施行 し、実務経験コースも当

初の予定通 り、600時 間 とすることが望ましいと思っております。

また、先ほどの資料 2の 案でございます。現在、医療行為のカ リキュラムがモデル事業

で 50時 間程度等行なわれてお りますが、今回の案では、それ も含めて 450時 間 と示 されて

お ります。したがつて、当初の予定されていた 600時 間 III修 が実質 400時 間になってお り、

200時 間も減 っているということは到底あ り得ないことだと思 ってお ります。

その研修時間の どこが 1,800時 間と同等になるか、これではきちんと説明できないと思

います。 19年 度法律改正時の説明でも、実務経験のコースについては 6か 月 600時 間と、

ほかの関係団体にも説明されて、それで皆さんも納得 されたと思 っています。それにもか

かわ らず、まだ実行もされず、そのことのよしあしの検証も行われていなしヽ状況で、あ 〈

までも時間数を減 らす ことが前提で、根拠のない時間の示 し方については反対と言わ ざる

を得ません。

また、現在の介護福祉士の養成課程については、昼間は 2年 間ですが、夜間コースとい

うのがあります。その夜間コースの場合についても、 1,800時 間は履修 しないといけない

とい うことで、 2年 の ところを 3年 間学んでいるわけです。昼間は普通に介護の現場等で

働いて、夜間に 3年 間通 いなが ら 1,800時 間をきちんと学んで資格 を取 つている人たちも

いるわけです。本来、働 きながら資格を取る場合はそうあるべきです。今回の法律改正で

は実務経験のコースに配慮 して 600時 間課程 を設けたわけですけれ ども、今後の養成課程

の夜間の 3年 課程 との整合性はどうなるのか。片や、働きなが ら 1,800時 間学んでいる。

片や、同 じように lC」 いているけれども、600時 間、これは 450時 間になるかもわか りませ

んけれ ども、それで同 じ立ち位置というのはどう考えても整合性が とれないので、そのこ

とについても考えていただきたいと思 つてお ります。

学ぶ時間数を減 らす ことが、本当に介護福祉士を目指す人たちのためになつているのか、

また、サー ビスを受ける利用者 さんのためになつているのかということもよくよく考えて

いただきたいと思います。それよりも大切なのは、行政とか事業者の方たちが、介護者に

対 して、働きなが ら学びやすい環境づ くりをどのように行つてい くかを十分に検討 し、そ

れを実現するということ。と同時に、キャリアパス、キャリアラダーの仕組みを介護施設

や事業所に構築、実行、定着できるようしてい〈ことが何よ り大切かと思います。

併せて、これも何回も申 し上げてお りますけれども、介護職員の賃金の向上を含めた待

遇面の向上など、介護労働環境の改善 と介護福祉士の社会的評価の向上 を行 うことなど、

そのために平成 19年 に見直 されま した、福祉人材確保基本指針については、しっか りこれ



を実現す ることが大切なのではないかと思つております。いずれに しても、実務経験コー

スの在 り方、600時 間のカリキュラム、内容については、一定の評価、検証 という仕組み

を今後 していかなければいけませんので、そのことについてもきちんと骨子案の中に入れ

ていただきたいと思つております。

資格 を取るまでの訪間介護員、介護職員等の基礎研修の在 り方の見直 しの方向性に関 し

ま しては、示 された方向性でよろしいのではないかと思つておりますが、ただ、先ほどの

説明の中で、ホームヘルパーの研修を受けた人 |ま 130時 間そのまま、600か 450か わか り

ませんが、そ こから免除するというのはやは り問題があると思つております。実務経験が

ある方は実習などの一定の時間数が免除されているにも関わ らず、ホームヘルパーの研修

の実習 30時 間 を更に免除することは整合性が取れませんのでそこは再検討が必要です。

これは後の議論になるかもわか りませんが、介護福祉士の割合については、介護現場の

質を担保する観点から、ここで示 されている「少なくとも 5害1以 上」というのは一つの 目

安になるのではないかと思つています。ただ、少な くとも正規職員に関 しま しては、介護

福祉士の資格 を持つた方たちが担 つていくべきであり、介護福祉士の資格は任用資格・業

務独 占に していくことが、将来的な方向性であると思っております。

介護職員のキヤリアパスの在 り方に関 しま しては、ここに示されているように資格 を取

ってか らは介護福祉士の職能団体が主役となつて担 ってい くとい う趣旨には特に異論はな

いところであ ります。

とりあえず、全体の骨子案の感想等を申 し上げま した。以上です。

○駒村委員長  どうもありが とうございま した。ほかの委員、いかがで しょうか。

田中委員、お願いします。

○田中委員 介護協でございます。一、二点、まずは申し上げたいと思います。

1ペ ー ジの基本的な考え方 というところでございます。ここで「介護職員」 という名称

を使 つておられますが、これは非常に広い範囲のとらえ方をされているので、こういう全

体の流れになつているのではないかという応、うに受け取 つてお ります。 しか しなが ら、こ

こで議論 されていることは、介護福祉士を現場の人がどのように取得 してい くかというこ

とですか ら、ここで、介護福祉士というものの現在の我が国のシステムはどうなっている

かとい うことをきつち りと明記 していただきたいと思つてお ります。

それはデュアルシステムであります。養成校ルー トと、もう一方で実務経験ル† 卜、こ

ういうことを認めている国であります。この文を読んでいますと、養成校ルー ト、いわゆ

る 1,800時 間 というものが全 く欠落 しているということでございますので、どこかにそ う

いうことを明記 していただきたいと思つてお ります。養成課程 というのは、介護福祉士 と

いうものを、その目的、日標 を達成するために教育計画をつ くり、教育編成を して、短期

大学では 2年 間で 62単 位、専門学校では ¬年間 800時 間以上、 2年 間で 1,700時 間以上、

そ して 1,800時 間になるようにやつてきているわけでございます。 ここの ところが触れ ら

れていないということは、私 としては、この全体像を見たときに誤解を生むのではないか
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とい うことで指摘 して おきたい と思います。

2点 目は、 これ も全体像 でご ざいますが、キャ リアパスについてで ございます。現場の

人のハー ドル を高 くす るとなか なか人材確保 が難 しい、 とい うことで議論 にな って いるか

と思 いますが、従来 か ら 600時 間 とい うことが議論 されてお りま した。今 度 は 6か 月とい

うことにな つて、450時 間 とい うことになつてお ります。 しか も、中身が増 えてい るとい

うことです。中身が増 えているのに時 間が減 っているとい うことは、も う少 し議論 をす る

必要 が あるのではな いか と思います。

その議論は、ハー ドル を下 げることが 、果 た して人材確保 につなが るの か どうか とい う

ことがはなはだ疑間 で あ ります 。ここに今 日の毎 日新聞が ございます けれ ども、「明 日への

カルテ・看護師不足の現場か ら」 とい うところで、京都大学病院のエタノール誤注入事故

で亡 くな つた方の母 親 さんが書 いてお られます。 こうい うことをな くすため には、人数 を

増 や し、就職す る前 の看護学校 な どで実技や生命倫理の教 育 を強化すべ き、 こうい うら、う

に お っ しゃつて います。そ うい う点も含めま して、 この時間が減 ることに ついてはいささ

か疑間に思 います 。

最後に、キ ヤ リアパ スの中で認定介 護福祉 士の議 論が出てお りますが、 これ は私が、条

件 つ きでいい ことだ とい うら、うに申 し上 げて お ります。職場 を改善 してい く、 1裁 務遂行能

力 を高めてい くとい う意味で大事だ と。 しか し、あ くまで これ はいわゆ る業界 にお ける認

定 ですか ら、国家資格 と しては似て非 な るものだ とい う理解 を してお ります 。 したがいま

して私 たちは、附帯決議にあったよ うに、専 門介護福祉士 とい うもの を想 定 して これ を議

論 していただ きた い。その ことが人材 の確保 につなが ってい くんだ とい うふ うに思 つてお

ります 。専門介護福 祉 士は一体何か といいます と、きっち りと した教育体 系の 中に組み込

む ことで ございます 。 2年 制の専門学校 、短期大学 で短期大学士、あるいは専 門学士、専

門士 、その次 に学士 、そ して修 士課程 の修士 、こういう職業教育の体系 をきち っとや って

い くことがキ ャ リアパスに とって大事 な展望ではないか。今後十年 を展望 した場合 に、 こ

の ことを是非 とも皆 さんにお考 えいた だ きた い、 このよ うに思 つてお ります。

○駒村委 員長  ど うぞ、ほかの委員か らも御発言 をお願 いいた します。

北村委員、お願 いいた します。

○北村委員  日本在 宅介護協会 の北村 で ございます 。

最初 に、実務者研修 6か 月の ところで ございます。今更 なが らの発言 で大変失礼 ですが、

6か 月、時間は別 に しま しても、 この 研修 あ りきとい う議論だ とい うふ うに理解は してお

りますが 、先 ほ どよ りあ りま した「質 と量」の F・5題 で、19年 の段階では、質の確保 を大前

提 に と理解 してお ります。その後、介護労 4動 市場の変化 もあ り、この間の ヒア リングを含

め て、今の現場 で働 く人たちの疲弊 とい うこともあ りま した し、さま ざま にモチベ =シ ョ

ンが下が つてい る とい うような状況が あ ります。そんな中で質 と量 、特に今後 につ きま し

ては、量の部分 も十 分意識、配慮 して いただいてとい うことが大前提 では な いのか なと思

つている次第 で ございます。
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